










A Statistical Observation of Crowns and Bridges in 1990
Part 2 Bridges
MASANORI WAKAMATSU FUMISHIRO YANAGIDA TAKUYA HIRAI






































































































調査年 3 4 5 6 7 8以上 計
年代






























































































70歳代平2 （ 2LO） （ 10．5）（ 10．5） （ 42．1）
平元 （ 2LO）（ 10．5） （ 10．5） （ 42．0）






















































































































































70歳代平2 （ 21．0）（ 10．5）（10．5） （ 42．1）
平元 （ 31．5）（ 10．5） （ 42．0）























































松本歯学 18（3） 1992 281
表4：架工義歯支台装置の年代別および部位別装着数
部位
調査年 工 幽 旦 齋 弼 齋 鵠年代
























































































































































































































































調　査 20歳未満 20歳代 30歳代40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上計
の状態 年
生活歯 平2 　37i　8．1）　38i　8．3）　49i10．7）　59i12．8）　40i　8．7） （
15
R．3） （














































































































































































全部鋳造冠 平2 3 14　　　32　　　76 45 32 2　　　　1 205
（ 0．7）（ 3．0）（　6．9）（16．5）（　9．8） （　6．9）（0．．4）（　0．2）（ 44．5）
平元 1 16　　　74　　　69 48 32 6 246
（ 0．2）（ 3．3）（15．2）（14．1）（　9．8）（　6．6） （　1．2） （ 50．4）
前装冠 平2 12 10　　　15　　　36 9 14 6 102
（ 2．6）（ 2．2）（　3．3）（　7．8）（　2．0） （　3．0） （　1．3） （ 22．1）
平元 14 13　　　51 45 18 1 142
（ 2．9） （　2．7）（10．5）（　9．2）（　3．7） （　0．2） （ 29．1）
既製陶歯前装冠 平2
平元
レジン前装冠 平2 4 8　　　　4　　　　27 8 9 6 66
（ 0．9）（ 1．7）（　0．9）（　5．9）（　1．7） （　2．0） （　1．3） （ 14．3）
平元 4 11　　　30 34 15 1 95
（ 0．8） （　2。3）（　6．1）（　7．0）（　3．1） （　0．2） （ 19．5）
陶材溶着鋳造冠 平2 8 2　　　　11　　　　9 1 5 36
（ 1．7）（ 0．4）（　2．4）（　2．0）（　0．2） （　1．1） （ 7．8）
平元 10 2　　　　21 11 3 47










平元 1 1 2
（　0．2）（　0．2） （ 0．4）
一部被覆冠 平2 25 31　　　40　　　27 19 7 2　　　　3 154
（ 5．4）（ 6，7）（　8．7）（　5．9） （　4ユ）（　1．5）（　0．4）（　0．7）（ 33．4）
平元 12 28　　　13　　　28 8 5 4 98
（ 2．5）（ 5．7）（　2．7）（　5．7）（　1．6） （　1．0） （　0．8） （ 20．1）


























































































































平元 49　　　52 101 67 78 145 246














平元 106 9 115 21 5 1 27 142














平元 74 2 76 17 2 19 95















平元 32 7 39 4 3 1 8 47










平元 1 1 2 2

















平元 31 18　　　10 59 13 16 10 39 98
（　6．4）（　3．7）（　2．0）（12．1）（ 2．7）（ 3．3） （ 2．0）（　8．0）（ 20．1）























































































































































































63．2）（ 10．5） 　1i　0．5） （ 73．7）









































工 幽 旦 齋 縮 聴 器
20歳未満
@　20歳代
@　30歳代
@　40歳代
@　50歳代
@　60歳代
@　70歳代
W0歳以上
平2
ｽ元
ｽ2
ｽ元
ｽ2
ｽ元
ｽ2
ｽ元
ｽ2
ｽ元
ｽ2
ｽ元
ｽ2
ｽ元
ｽ2
ｽ元
　　16
i　6．5）
@　15
i　5．6）
@　　9
i　3．7）
@　　3
i　1．1）
@　10
i　4．1）
@　　4
i　1．5）
@　16
i　6．6）
@　25
i　9．3）
@　　4
i　1。6）
@　21
i　7．8）
@　　5
i　2．0）
@　　7
i　2．6）
@　　2
i　0．8）
　　　1
i　0．4）
@　　1
i　0．4）
@　　3
i　1．2）
@　　3
i　1．1）
@　　7
i　2．9）
@　12
i　4．5）
@　14
i　5．7）
@　11
i　4．1）
@　　3
i　1．2）
@　　5
i　1．9）
@　　8
i　3、3）
@　　6
i　2．2）
@　　1
i　0．4）
@　　1
i　0．4）
@　　1
i　0．4）
　　　2
i　0．8）
@　　4
i　1．6）
@　　6
i　2．2）
@　　2
i　0．8）
@　10
i　3．7）
@　13
i　5．3）
@　　7
i　2．6）
@　　3
i　1．2）
@　　7
i　2．6）
@　　5
i　2．0）
@　　9
i　3．4）
@　　2
i　0．8）
@　　1
i　0．4）
　　19
i　7．8）
@　16
i　6．0）
@　16
i　6．6）
@　12
i　4．5）
@　19
i　7．8）
@　26
i　9．7）
@　43
i17．6）
@　43
i16．1）
@　10
i　4．1）
@　33
i12．3）
@　18
i　7．4）
@　22
i　8．2）
@　　5
i　2．0）
@　　2
i　0．7）
@　　1
i　0．4）
　　　1
i　0．4）
@　　3
i　1．2）
@　　7
i　2．6）
@　　1
i　0．4）
@　　3
i　1．1）
@　　1
i　0．4）
@　　2
i　0．7）
　　　4
i　1．5）
@　　7
i　2．9）
@　　6
i　2．2）
@　　8
i　3．3）
@　11
i　4．1）
@　　9
i　3．7）
@　　6
i　2．2）
@　　3
i　1．2）
@　　2
i　0．7）
@　　1
i　0．4）
　　　2
i　0。8）
@　　1
i　0．4）
@　15
i　6．2）
@　　5
i　1．9）
@　20
i　8．2）
@　23
i　8．6）
@　23
i　9．4）
@　24
i　9．0）
@　14
i　5．7）
@　16
i　6．0）
@　　5
i　2．0）
@　　2
i　0．7）
@　　1
i　0．4）
@　　1
i　0．4）　　　　　　　・
　　　2
i　0．8）
@　　1
i　0．4）
@　15
i　6．2）
@　10
i　3．7）
@　27
i1U）
@　29
i10．8）
@　31
i12．7）
@　35
i13．1）
@　26
i10．7）
@　29
i10．8）
@　　9
i　3．7）
@　　7
i　2．6）
@　　2
i　0．8）
@　　3
i　1．1）
@　　1
i　0．4）
21
W．6）
P7
U．3）
R1
P2．7）
Q2
W．2）
S6
P8．9）
T5
Q0．5）
V4
R0．3）
V8
Q9．1）
R6
P4．8）
U2
Q3、1）
Q7
P1．1）
Q9
P0．8）
V2．9）
T1．9）
Q0．8）
計
平2
ｽ元
　　62
i25．4）
@　75
i28．0）
　　38
i15．6）
@　39
i14．6）
　　31
i12．6）
@　40
i14．9）
　　131
i53．7）
@　154
i57．5）
　　　5
i　2．0）
@　13
i　4．9）
　　27
i11．1）
@　30
i11．2）
　　81
i33．2）
@　71
i26．5）
　　113
i46．3）
@　114
i42．5）
（（
244
P00．0）
Q68
P00．0）
（）％
平2：平成2年
平元：平成元年
告1，1°・12““1‘・16“’18・22”’25｝でもほぼ同様であり，昭和56
年度歯科疾患実態調査報告26）に示されているよう
に，下顎大臼歯部の喪失する割合が高く，下顎前
歯部を喪失する割合が低いことから理解できる．
結 論
　松本歯科大学病院補綴診療科で平成2年1月か
ら同年12月までの1ケ年間に，製作，装着された
架工義歯について調査を行い，併せて平成元年の
成績と比較して，以下の結果を得た．
　1．架工義歯の装着数は194装置で，平成元年度
と大差はなかった．
　2．年齢階級別装着頻度では，40歳代が最も高
く，20歳代から60歳代までで89．2％を占めた．
　3．性別装着頻度では，平成元年度と同様に，
女が男より多かった．
　4．ユニット数別装着頻度では，3ユニットの
ものが68．6％と過半数を占めた．
　5．架工歯数別装着頻度では，架工歯1個のも
のが80．4％を占め，最多架工歯数は4個であった．
　6．架工義歯支台装置について
　イ）歯群別装着頻度では，上顎前歯部が最も高
く，最も低かったのは下顎前歯部であった．
　ロ）生・失活歯別装着頻度では，平成元年度と
同様に，生活歯と失活歯は，ほぼ同様であった．
　ハ）支台装置の種類別装着頻度では，全部鋳造
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冠が最も高く44．5％であった．また，平成元年度
と比較して，一部被覆冠は全体に占める割合で
13．3％増加した．
　7．支台築造体についてはキャストコァーが
90．5％を占めた．
　8．架工歯の部位別装着頻度は，下顎大臼歯部
が最も高く，下顎前歯部が最も低かった．
　9．その他の項目については平成元年の成績と
同様の傾向を示した．
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